Blog #6: 世界一幸せな男？

私は内弟子をやっていたので炊事・洗濯・掃除と一応何でもこなせる。アメリカ生活で少し困るのは、電話での会話とコンピュータくらいだ。


内弟子時代は、毎日自分たちで食事を作った。朝は各自で適当に食べるが、昼・夜と短時間で量が多くて栄養のバランスが良いものを分担して作った。


特に内弟子で料理が上手かったのはT森先生だった。チーズチキンカツ、焼き豚、メンチカツ、チゲ鍋、鮮やかな手つきでさっさと作る。カレーはカレー粉から全てを全部作っていた。東京のMT先生は、ずっと野菜切り専門で味付けを信用されていなかったが、それでも２～３年経つと、おっ旨そうだなと思うようなものを作るようになっていた。名古屋のT先生の得意技は、オムライスと自称“揚げの天才？？？？”のテンプラだった。今では寿司も上手に握れるそうだ。


私は、今でも昼食は道場から車で１０分くらいの自宅でさっさと作って食べることが多い。週末も一日は、私が家族４人分を作る。時々、日本の料理の本を見るとあまりに美味しそうなので生唾がわくがここはアラバマ。そんなに簡単に食材は手に入らない。


以前、世界一幸せな男というジョークを聞いたことがある。「アメリカ人の家に住み、チャイニーズ（又はフレンチ）のコックを雇い、日本人の妻を持つ男」というものであったと思う。広い家、美味しい食事、何でもやってくれる妻と言ったところか。


因みに私は私の父親が食事の準備、片付けをしたのを見た記憶はない。父親がテーブルにつく前に料理は並べられ、終わるとソファーに戻りテレビを見る。その間、母親が全てを片付け、少し経つと、剥いたリンゴやお茶を持って来る。もちろん、子供であった私も何も分からず一緒に食べて飲む。食事だけでなく力仕事は別として掃除・洗濯、所謂家事を私の父親がしている姿は目に浮かばない。


現在はずいぶん変わって家事の分担が日本の夫婦でもできていると聞くが、私の妹の夫は優しく良い男なのだが家事の能力は全然ないと思う。私の知っている家でも奥さんは６時前に起きて旦那の弁当を作るのは珍しくない。アメリカでこんなことをしてと彼女や奥さんに頼むと「Are　 you　 kidding?（冗談でしょ）」と鼻で笑われて終わりである。


でも逆に言うとアメリカは男と女の関係がもっと自由であり「こうすべきだ」というプレッシャーが少ないのだろう。またアメリカの女の人の方が独立心が強く、自分の意見を持ちどんどん前に進んでいるかも知れない。


とにかく私は、家事全般をこなせるので今すぐでも主夫になれる。ある日突然トルネードがわが町チェルシーを襲い、道場を吹き飛ばしてしまったらお金を稼ぐのは奥さんに任せ、私は子育てと家事に勤しもうと思う。（勘違いされても困るが、私の奥さんは自分から喜んで仕事に戻りたいと思っているのは事実である。）家庭菜園もしっかり手入れし、新鮮な野菜も食卓に提供しようと思っている。ただ私は好きな空手を教え、小さな家で食事は自分で作らねばならないが十分幸せである。
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